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日
本
で
は
、
近
年
、
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
豪
雨
に
よ
る
河
川

の
氾
濫
が
発
生
し
、
異
常
な
猛

暑
で
し
た
。
国
連
の
気
候
変
動

に
関
す
る
最
新
の
報
告
書
で
は
、
世

界
の
平
均
気
温
は
産
業
革
命
前
と
比

べ
、
す
で
に
１
．
１
度
上
昇
し
た
と

指
摘
し
て
い
ま
す
。
こ
の
上
昇
で
、

世
界
中
の
地
域
で
熱
波
や
豪
雨
、
干
ば

つ
な
ど
が
お
こ
り
、
農
業
や
漁
業
に
も

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。 

 

増
加
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

で
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
「
パ
リ
協

定
」
の
目
標
（
気
温
上
昇
１
．
５
度

ま
で
に
抑
え
る
）
を
短
期
の
う
ち
に

超
え
て
し
ま
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

こ
の
目
標
に
抑
え
て
も
、
洪
水
や

海
面
上
昇
の
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
た

り
、
食
糧
生
産
も
減
少
す
る
な
ど
人

類
と
地
球
環
境
に
は
打
撃
で
す
が
、

そ
れ
を
上
回
る
気
温
上
昇
は
人
類
社

会
の
存
続
す
ら
脅
か
す
事
態
と
な
り

ま
す
。 

 

日
本
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
が
世
界
で
５
番
目
に
多
い
国
で
す
。

日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
は
、

国
連
が
示
し
た
４
５
％
よ
り
も
低
い
４

２
％
で
あ
り
、
先
進
国
が
石
炭
火
力
か

ら
の
撤
退
を
進
め
て
い
る
中
で
、
新
た

な
石
炭
火
力
の
建
設
も
進
め
て
い
ま

す
。 「

脱
炭
素
」
を
口
実
と
し
た
「
原

発
回
帰
」
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
・
拡
大
の
妨
げ
と
な

り
、
気
候
危
機
を
打
開
し
持
続
可
能

な
社
会
を
め
ざ
す
う
え
で
も
重
大
な

逆
流
で
す
。 

 

気
候
危
機
の
打
開
は
、
企
業
の
目

先
の
利
益
優
先
で
は
な
く
、
省
エ
ネ
や

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
よ
う
な
、
中

長
期
的
な
投
資
を
優
先
す
る
経
営
へ
の

転
換
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

巨
額
の
内
部
留
保
の
一
部
を
脱
炭

素
化
の
事
業
に
投
資
す

る
こ
と
で
、
あ
ら
た
な

雇
用
の
創
出
と
、
日
本

経
済
の
持
続
的
発
展
に

つ
な
が
り
ま
す
。 

 

２０２３年 秋季号 （１） 

大河 

は ぐ る ま   N O . ２ ５ ７ 

日本共産党 

川崎重工委員会 

派
遣
労
働
者
の
待
遇
改
善
を 

退
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

日
本
経
済
の
成
長
・発
展

の
た
め
に 

Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
や
韓
国
で
も
非

正
規
雇
用
が
増
大
し
て
い
る
も
の
の
、

待
遇
改
善
や
正
社
員
化
を
政
治
主
導
で

進
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
日
本
政
府
は

財
界
の
求
め
に
応
じ
て
非
正
規
雇
用
を

野
放
図
に
拡
大
し
な
が
ら
、
労
働
者
保

護
を
な
お
ざ
り
に
し
て
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
の
「
経
済
再
生
プ
ラ

ン
」
で
は
、
賃
上
げ
と
待
遇
改
善
を

持
続
的
に
す
す
め
る
「
非
正
規
ワ
ー

カ
ー
待
遇
改
善
法
」
が
提
案
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
、
や
る
べ
き
事
は
政
治

が
主
導
し
て
賃
上
げ
と
待
遇
改
善
を

す
す
め
る
こ
と
で
す
。 

  

２
０
２
２
年
７
月
に
女
性
活
躍

推
進
法
に
関
す
る
制
度
が
改
正
さ

れ
、
情
報
公
表
項
目
に
「
男
女
の

賃
金
の
格
差
」
が
追
加
さ
れ
、
情

報
公
表
制
度
や
有
価
証
券
報
告
書

で
企
業
に
よ
る
公
表
が
始
ま
り
ま

し
た
。
川
重
の
格
差
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 川
崎
重
工
の
実
態 

 

男
性
を
１
０
０
と
し
た
場
合
の

女
性
の
賃
金
の
割
合
は
、
日
本
全

体
で
は
、
正
社
員
は
大
企
業
、
７

６
．
０
％
、
中
企
業
７
９
．
８
％
、

小
企
業
８
０
．
１
％
と
大
企
業
ほ
ど

格
差
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。 

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
さ
れ
て
い
る
、
川
崎
重
工

の
女
性
の
賃
金
の
割
合
は
、
正

規
・
非
正
規
雇
用
を
含
め
た
全
労

動
者
男
性
賃
金
の
６
６
．
１
％ 

（
う
ち
正
規
雇
用
労
働
者
は
６
６ 

．
３
％
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
は

７
２
．
４
％
）
と
な
っ
て
お
り
、

日
本
全
体
よ
り
賃
金
格
差
が
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。 

川
重
の
平
均
年
収
は
川
重
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
男
性
社
員
が

７
６
０
万
円
、
女
性
社
員
が
５
０
０

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
２
６
０
万
円

も
の
差
が
あ
り
、
生
涯
賃
金
で
は
１

億
円
を
超
え
ま
す
。
こ
の
背
景
に

は
、
雇
用
形
態
、
職
種
、
性
別
な
ど

に
よ
る
待
遇
格
差
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 格
差
是
正
の
真
剣
な 

                 

取
組
み
を 

 

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
発
表

し
た
世
界
各
国
の
男
女
平
等
度
を

示
す
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指

数
」
で
、
日
本
は
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ

で
１
４
６
ヵ
国
中
１
２
５
位
、
経
済

分
野
で
も
１
２
３
位
と
、
Ｇ
７
の
中

で
最
低
で
す
。 

男
女
の
賃
金
格
差
の
是
正
を 

日
本
は
、
３
０
年
間
「
賃
金
が

上
が
ら
な
い
国
に
」
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
、
財
界

の
要
求
で
改
悪
さ
れ
た
労
働
法
制

に
よ
り
、
低
賃
金
で
不
安
定
な
派

遣
労
働
や
有
期
労
働
を
拡
大
さ
せ

た
、
雇
用
破
壊
の
政
治
に
あ
り
ま

す
。
収
入
が
少
な
く
、
結
婚
で
き

な
い
若
い
層
が
増
加
し
て
、
貧
困

化
・
少
子
化
・
経
済
の
停
滞
、
衰

退
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。 

 
 

わ
が
国
も
批
准
し
て
い
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条

約
「
同
一
価
値
労
働
・
同
一
賃
金
」

に
も
と
づ
き
格
差
の
是
正
を
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

会
社
は
賃
金
格
差
を
是
正
す
る

具
体
的
な
計
画
を
作
成
・
公
表
し

て
実
行
す
べ
き
で
す
。 

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
女
性
の

経
済
的
自
立
を
進
め

る
こ
と
に
も
繋
が
り

ま
す
。 

 

 

塩原温泉郷（栃木県） 

 

 キャリアチャレンジ制度は  
エンゲージメント向上に寄与する？ 

 
会社は、エンゲージメント向上に寄与する取り組みとして、

従業員のキャリア開発を支援する新たな支援制度と謳っていま
す。これで本当にエンゲージメントが向上するのか疑問です。 

 
対象者が限定の制度 
 

本制度は、年1回公表する受け入れ希望部門に対して、異
動を希望する従業員が応募し、受入希望カンパニーや特定部
門の選考を通過し、異動成立が認められて異動が可能となる
制度です。対象は、現在所属に3年以上在籍する基幹職（ライ
ン長を除く）とＶ系列の一般従業員のみで、原則として同一
所属（課単位）からの異動成立（転出）は1名とし、カンパ
ニー内の異動は対象外としています。また、「募集のない職
場に対しての応募は可」としていますが、これはどう理解し
たらいいのでしょうか。 
１０月１日から導入し、「ＦＡ制度」「ジョブチャレンジ

制度」は同日付けで廃止しています。 

 
育てることも大切に 
 

対象が基幹職、Ｖ系列に限定されている点や受け入れ希望部
門があることが前提なので、能力の発揮、チャレンジできる従
業員は部分的です。カンパニーが必要とし補充したい人員を
手っ取り早く確保したいのが狙いの制度のようにも受け取れま
す。制度を作り異動やキャリア形成をサポートすると言っても
業務や教育を通じて日々成長を感じられないなど、将来への希
望が持てないような職場に魅力があるでしょうか。 

 
昨年度の正規と中途採用者は686名ですが、自己都合離職者

数は321名、中でも30代までが276名と若者中心に離職者が続
いています。ここには将来を見据えた人財を育てることを軽視
する経営姿勢への失望や不安があるのではないでしょうか。 

派
遣
労
働
者
の
状
態 

 

製
造
派
遣
が
拡
大
さ
れ
て
か
ら

約
２
０
年
、
派
遣
労
働
者
は
労
働

者
の
４
割
以
上
を
占
め
る
ま
で
に

な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
派
遣
労

働
者
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
待
遇
改
善

を
も
と
め
る
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
も
と
で
、
西
神
戸

工
場
、
明
石
工
場
で
も
派
遣
社
員
の

雇
止
め
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
、
職
場

で
は
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

 派
遣
労
働
者
問
題
と 

日
本
経
済
の
衰
退 

 

日
本
経
済
の
３
０
年
に
わ
た
る

停
滞
と
衰
退
は
、
賃
金
と
設
備
投
資

を
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
し
て
き
た
こ
と
が

原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
企
業
は

人
材
育
成
を
し
な
く
な
り
、
労
働
者

を
使
い
捨
て
に
し
、
こ
の
ま
ま
で

は
、
産
業
基
盤
の
も
の
づ
く
り
を
衰 

はぐるま 
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真
面
目
に
働
い
て
も
報
わ
れ
な
い
？ 

人
手
不
足
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
実
際
に
求
人
が
あ
る
の
は
、

非
正
規
で
単
純
労
働
に
３
Ｋ
と
呼

ば
れ
る
皆
さ
ん
が
働
き
た
が
ら
な

い
職
ば
か
り
で
す
。
あ
る
報
道
に

よ
れ
ば
、
ニ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
働

い
て
な
い
人
間
が
か
な
り
い
る
そ

う
で
す
。
真
面
目
に
働
い
て
も
報

わ
れ
な
い
の
で
皆
さ
ん
諦
め
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

(

Ａ
Ｋ
Ｚ
） 

     

関
西
ダ
ー
ビ
ー 

い
ま
、
プ
ロ
野
球
は
関
西
が
熱

い
！
オ
リ
ッ
ク
ス
は
３
年
連
続
、

阪
神
は
１
８
年
ぶ
り
、
関
西
勢
の

セ
パ
制
覇
は
５
９
年
ぶ
り
。 

現
状
、
日
本
シ
リ
ー
ズ
は
関
西

ダ
ー
ビ
ー
が
濃
厚
で
あ
る
。
野
球

好
き
は
勿
論
、
そ
う
で
な
い
人
も

短
期
決
戦
の
日
本
シ
リ
ー
ズ
は
楽

し
め
る
は
ず
。 

ビ
ー
ル
片
手
に
熱
戦
を
一
緒
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！ 

（
神
戸
・
熱
烈
フ
ァ
ン
） 

 
  

  

美
味
し
い
、
け
ど 

明
石
工
場
の
食
堂
の
メ
ニ
ュ
ー

は
、
私
が
食
べ
た
ど
の
工
場
の
食

堂
よ
り
も
美
味
し
い
で
す
。
し
か

し
最
近
混
雑
し
長
い
こ
と
並
ぶ
こ

と
も
よ
く
あ
り
、
昼
の
休
憩
が
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
昼
食
は
大

事
で
す
、
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い
て

き
た
の
で
会
話
も
楽
し
み
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
食
べ
ら
れ
る
場
所
と
時
間

を
確
保
し
て
ほ
し
い
で
す
。 

（
明
石
・
育
ち
盛
り
の
社
員
） 

     

読者の広場 
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投
稿
さ
れ
る
方
へ 

本
文
は
２
４
０
字
以
内
。工
場
名
・

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
タ
イ
ト
ル
を
明
記
。

添
削
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。二
重

投
稿
は
不
可
。投
稿
先
は
下
記
へ
。 

信
じ
ら
れ
な
い 

西
神
戸
工
場
で
は
、
新
し
い
ビ

ル
が
今
年
末
に
完
成
予
定
。
引
っ

越
し
準
備
に
向
け
て
、
フ
ァ
イ
ル

整
理
も
着
々
と
準
備
し
て
き
た
の

に
、
景
気
悪
化
で
予
算
無
く
、
ま

さ
か
の
引
っ
越
し
延
期
と
は
、
信

じ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

新
し
い
建
物
を
建
て
る
と
不
吉

な
事
が
起
こ
る
ジ
ン
ク
ス
か
何
か

知
ら
ん
け
ど
、
使
わ
な
い
っ
て
「
何

そ
れ
？
」
お
ま
け
に
出
向
、
応
援
、

人
員
削
減
っ
て
、
も
っ
と
従
業
員
を

大
切
に
し
て
下
さ
い
。 

せ
め
て
も
の
救
い
は
、
作
業
服

が
新
し
く
な
っ
た
事
か
？ 

（
カ
ワ
ら
な
い
サ
キ
へ
） 

       
 

地
味
な
仕
事
も
大
切
だ 

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
大
き
く
減
っ

て
い
く
中
で
、
物
価
が
上
が
っ
た

り
、
世
の
中
い
ろ
ん
な
事
が
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。 

良
い
変
化
な
ら
ま
だ
し
も
、
悪

い
こ
と
ば
か
り
進
む
世
の
中
、
ま

す
ま
す
暮
ら
し
に
く
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。 

会
社
の
中
で
も
、
カ
ワ
る
サ
キ

へ
と
動
い
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
実

際
の
仕
事
を
見
ず
に
コ
ン
サ
ル
主

導
で
何
か
見
た
目
だ
け
を
変
え
よ

う
か
と
い
う
動
き
を
感
じ
ま
す
。 

声
の
大
き
な
方
ば
か
り
が
評
価

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
変
わ
ら
ず

地
味
な
仕
事
を
コ
ツ
コ
ツ
と
進
め

て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
も
ち
ゃ
ん

と
み
る
会
社
で
あ
っ
て
欲
し
い
で

す
ね
。            

（
西
神
戸
の
星
） 

   
  

希
望
を
持
て
な
い
社
会
？ 

最
近
、
毎
日
の
よ
う
に
電
車
が

止
ま
り
ま
す
。
自
殺
と
思
わ
れ
る

人
身
事
故
が
多
い
で
す
。
物
価
が

上
が
り
、
給
料
が
上
が
ら
ず
こ
の

国
に
希
望
を
持
て
な
い
人
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

Ｍ
Ｌ
Ｂ
で
活
躍
す
る
日
本
人
選

手
を
バ
カ
み
た
い
に
褒
め
称
え
て

報
道
し
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
よ
政

府
が
無
能
で
す
か
ら
。  

（
Ｔ
Ｋ
）    

明
石
工
場
祭
が
開
催
さ
れ
る 

来
年
３
月
、
明
石
工
場
グ
ラ
ウ

ン
ド
周
辺
で
工
場
祭
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
工

場
見
学
、
製
品
展
示
、
縁
日
、
抽

選
会
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
に
振
り
回
さ
れ
た
４
年
、
川
重

の
魅
力
の
再
発
見
と
希
望
に
繋
が

る
祭
り
を
期
待
す
る
。 

 
 

（
明
石
・
お
祭
り
男
） 

       

Ｖ
へ
の
道
遠
し 

Ａ
系
列
か
ら
Ｖ
系
列
へ
の
試
験
は

上
司
の
推
薦
で
決
ま
る
と
の
話
を
聞

き
ま
し
た
。
そ
の
推
薦
の
基
準
は
不

明
で
す
。
推
薦
の
第
１
ハ
ー
ド
ル
を

越
え
て
も
、
次
の
試
験
は
論
文
記
述

も
あ
る
ら
し
く
第
２
ハ
ー
ド
ル
も
高

い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
公
正
で
多
様

性
、
や
る
気
を
重
視
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。        

（
や
る
気
一
番
） 

   

ス
ト
ラ
イ
キ
は
当
た
り
前 

ま
た
若
い
人
が
退
職
し
ま
し

た
。
給
料
を
減
ら
す
こ
と
だ
け
を

考
え
、
従
業
員
を
な
め
て
い
る
会

社
に
未
来
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
待

遇
改
善
の
た
め
ス
ト
ラ
イ
キ
を
起

こ
す
べ
き
で
す
。
世
界
で
は
ス
ト

ラ
イ
キ
な
ど
当
た
り
前
で
す
。
今

こ
そ
力
を
合
わ
せ
る
時
で
す
。 

（
機
械
く
ん
） 

 
 

 
 

 
 

 

   賃上げ14,000円でも生活は厳しい 
今年の賃上げは、40年ぶりの高額でしたが、私たちの生活を豊かな

ものにするに足りるものとなったでしょうか。 

昨年から異常な物価高騰が続いています。さらに今年10月からは

4634品目の食品が値上りし、生活実感として物価上昇が

1割以上と感じる人も多いと思います。 
 

さらなる大幅賃上げを 
 

14,000円は、川重の標準賃金の約4%でしたが、昨年の物価上昇3%

を引くと実質1%の賃上げになります。総務省公表では、今年8月の全

国の消費者物価指数は前年比で3.2％の上昇となっています。また家計

調査の結果では、物価高騰の中で2人以上の世帯の実収入は6.9％減少

しています。今年の物価上昇は6%を超えるのではとも言われており、

そうなると14,000円の賃上げ効果は軽く吹っ飛んでしまいます。 

 

16年連続賃金が低下している中で、来年度以降も大幅な賃上げが必要

です。来年の春闘では、全労連は10％、連合は5％以上の賃上げを求め

ています。引き続く大幅な賃上げを要求しましょう。 

 

なぜ増えるメンタル疾患 

会社は人間尊重と健康第一を重んじ、安全と健康を最優先の職場を

つくることを経営方針としていますが、経営方針通りになっているの

でしょうか。 
 

メンタル疾患とハラスメント相談の激増 
 

メンタル関連疾患休職件数は、2022年度120件と2019年の67件から

ほぼ倍増しており、労組ニュースでは、メンタル疾患による休職者数

の増加の長期化に歯止めがかからないと報告されています。メンタル

疾患にかかわる「ハラスメント相談窓口」への相談件数も57件と、

2021年9件の6倍以上に急増しています。また組合員意識調査アンケー

ト結果では、自分や同僚で業務やハラスメントなどの人間関係で悩ん

でいる人が19.2％と前回比倍以上にもなっています。目安箱には人事

部門の人からパワハラを受け、相談窓口や人事部門に相談しても取り

合ってもらえないという声があがっています。 
 

会社のメンタルヘルス対策 
 

ハラスメント行為を受けたり、目撃した際に相談できる「コンプラ

イアンス報告・相談制度」では、外部弁護士が直接相談に対応してい

ます。また会社・健保・労組三者共催の「健康チャレンジ」や、メン

タルヘルスの対応マニュアルの見直し、セルフケアリーフレットの配

布など、早期発見・早期対応の啓発を行なうとしています。 
 

実行ある対応策を 
 

職場のハラスメントは放置できない問題です。マニュアル

の整備や対応の啓発だけでなく、自由にコミュニケーションがとれる

風通しが良い職場、ハラスメントを許さない職場にしてこそ、メンタ

ル疾患やハラスメントをなくすことが出来るのではないでしょうか。   


